
22020年  広報つるが  ９月号3 2020年  広報つるが  ９月号

か
ら
逃
れ
る
た
め
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の

カ
ウ
ナ
ス
領
事
代
理
で
あ
る
杉
原
千

畝
氏
が
発
給
し
た
「
命
の
ビ
ザ
」
を

携
え
て
、
リ
ト
ア
ニ
ア
か
ら
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ク
を
経
て
、
敦
賀
港
に
上
陸

し
ま
し
た
。
苦
難
の
旅
路
を
経
て
敦

賀
に
降
り
立
っ
た
彼
ら
は
、
敦
賀
の

街
が
「
天
国
（
ヘ
ブ
ン
）
に
見
え
た
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。
上
陸
し
た
彼
ら

と
当
時
の
市
民
の
間
に
は
、「
少
年

が
難
民
に
リ
ン
ゴ
な
ど
の
果
物
を
無

償
で
配
っ
た
」「
難
民
に
銭
湯
を
無

料
で
開
放
し
た
」
な
ど
、
心
温
ま
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ム
ゼ
ウ
ム
が
結
ぶ
交
流

　

２
０
０
８
年
３
月
、
人
道
の
港 

敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム
（「
ム
ゼ
ウ
ム
」
は

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
で
「
資
料
館
」
の
意

味
）
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
と
ユ
ダ

ヤ
難
民
が
上
陸
し
た
日
本
で
唯
一
の

港
で
あ
る
敦
賀
港
の
歴
史
と
、
当
時

の
敦
賀
の
人
々
が
彼
ら
を
温
か
く
迎

え
入
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伝
え
る
資

２
つ
の
史
実

■ 

ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
と
は
、
ロ
シ
ア

革
命
後
の
内
戦
状
態
で
あ
っ
た
シ
ベ

リ
ア
で
家
族
を
失
い
、
過
酷
な
状
況

に
あ
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
子
ど
も
た

ち
の
こ
と
で
す
。
孤
児
を
救
う
た
め

に
、
日
本
赤
十
字
社
は
１
９
２
０
～

22
年
に
か
け
て
孤
児
の
受
け
入
れ
を

行
い
、
合
計
７
６
３
人
の
ポ
ー
ラ
ン

ド
孤
児
が
敦
賀
港
に
上
陸
し
ま
し

た
。
当
時
の
敦
賀
の
人
々
は
、菓
子
・

玩
具
・
絵
葉
書
等
の
差
し
入
れ
や
宿

泊
・
休
憩
所
の
提
供
な
ど
、
温
か
く

迎
え
入
れ
ま
し
た
。

■ 

ユ
ダ
ヤ
難
民

　

１
９
４
０
～
41
年
、
ユ
ダ
ヤ
難
民

た
ち
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
迫
害
等

発
信
の
た
め
、
ム
ゼ
ウ
ム
は
11
月
３

日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
新
た
な
施
設
は
、
大
正
か
ら
昭

和
初
期
の
敦
賀
港
に
あ
っ
た
建
物
４

棟
を
当
時
の
位
置
（
金
ヶ
崎
緑
地
付

近
）
に
復
元
し
て
い
ま
す
。
館
内

は
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
展

示
や
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
備
え
た
シ

ア
タ
ー
ル
ー
ム
を
設
け
る
な
ど
、
展

示
内
容
と
団
体
利
用
時
の
受
け
入
れ

体
制
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
上
陸
１
０
０
周

年
、「
命
の
ビ
ザ
」
発
給
80
周
年
の

記
念
す
べ
き
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

迎
え
る
ム
ゼ
ウ
ム
。
新
た
に
生
ま
れ

変
わ
る
ム
ゼ
ウ
ム
に
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

料
館
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
12
年
、
開
館
以
降
、
約

33
万
人
の
方
々
に
ご
来
館
い
た
だ
き
、

「
命
」
と
「
平
和
」
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
の
場
と
し
て
多
く
の
方
に

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
の
ご
家
族
、「
命
の

ビ
ザ
」
で
助
か
っ
た
ユ
ダ
ヤ
難
民
や

そ
の
ご
家
族
、
関
連
す
る
地
域
・
国

の
方
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、
貴
重

な
資
料
や
心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ（
頁

上
段
の
各
写
真
参
照
）
を
い
た
だ
く

な
ど
、
敦
賀
市
は
ム
ゼ
ウ
ム
を
中
心

に
幅
広
い
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
ム
ゼ
ウ
ム

　
「
人
道
の
港 

敦
賀
」
の
さ
ら
な
る

ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
と
ユ
ダ
ヤ
難
民
を
温
か
く
迎
え
入

れ
た
史
実
を
国
内
外
に
伝
え
る
資
料
館
「
人
道
の
港 

敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム
」。11
月
３
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
を
控
え
る
今
、
こ
れ
ま
で
の
ム
ゼ
ウ
ム
の
あ
ゆ

み
を
振
り
返
り
ま
す
。

奇
跡
軌き

せ

き跡

問合せ先　人道の港発信室　☎２２－８１２９

　
年
　
月

２
０
０
８
年
３
月

（
平
成
20
年
）

　
　
　
　
　

７
月

２
０
０
９
年
８
月

（
平
成
21
年
）

２
０
１
４
年
７
月

（
平
成
26
年
）

２
０
１
５
年
９
月

（
平
成
27
年
）

　
　
　
　
　

10
月

２
０
１
６
年
５
月

（
平
成
28
年
）

２
０
１
７
年
４
月

（
平
成
29
年
）

　
　
　
　
　

９
月

２
０
１
８
年
11
月

（
平
成
30
年
）

２
０
１
９
年
３
月

（
平
成
31
年
）

２
０
１
９
年
11
月

（
令
和
元
年
）

　
　
　
　
　

11
月

　
　
　
　
　

11
月

２
０
２
０
年
９
月

（
令
和
２
年
）

　
　
　
　
　

11
月

　
ム
ゼ
ウ
ム
の
主
な
交
流
と
出
来
事

人
道
の
港 

敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム
開
館

杉
原
千
畝
記
念
館
の
あ
る
岐
阜
県
八
百

津
町
と
相
互
交
流
協
定
締
結

杉
原
千
畝
領
事
代
理
が
発
給
し
た
「
命

の
ビ
ザ
」
を
携
え
て
敦
賀
港
に
上
陸
し

た
ユ
ダ
ヤ
難
民
（
以
下
「
杉
原
サ
バ
イ

バ
ー
」
と
い
う
）
の
長
男
、チ
ャ
ー
ル
ズ
・

マ
ン
ス
キ
ー
氏
が
来
館

杉
原
サ
バ
イ
バ
ー
の
レ
オ
・
メ
ラ
メ
ド

氏
が
来
館
（
頁
上
段
写
真
参
照
）

ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
の
長
女
、
ア
ン
ナ
・

ド
マ
ラ
ツ
カ
氏
が
来
館
（
頁
上
段
写
真

参
照
）

敦
賀
港
に
上
陸
し
た
ユ
ダ
ヤ
難
民
な
ど

の
写
真
を
納
め
た
ア
ル
バ
ム
「
大
迫
ア

ル
バ
ム
」
が
市
に
寄
贈
さ
れ
る

杉
原
サ
バ
イ
バ
ー
の
ピ
ー
タ
ー
・
バ
ル
ー

ク
氏
が
来
館

「
大
迫
ア
ル
バ
ム
」
に
残
っ
て
い
た
写
真

の
ユ
ダ
ヤ
難
民
女
性
の
長
女
、
デ
ボ
ラ
・

リ
ー
ド
氏
と
次
女
、
シ
ェ
リ
ー
・
リ
ー

ド
氏
が
来
館

杉
原
サ
バ
イ
バ
ー
の
長
男
、
デ
イ
ビ
ッ

ド
・
マ
ン
ス
キ
ー
氏
が
来
館

杉
原
サ
バ
イ
バ
ー
の
ベ
ル
テ
ィ
・
フ
ラ

ン
ケ
ル
氏
が
来
館
（
頁
上
段
写
真
参
照
）

入
館
者
数
30
万
人
達
成

杉
原
サ
バ
イ
バ
ー
の
長
男
、
ル
ー
ベ
ン
・

ス
ガ
ン
コ
ー
ヘ
ン
氏
が
来
館

ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
の
長
男
、
ポ
ー
ル
・

ウ
ォ
イ
ダ
ッ
ク
氏
が
来
館

ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
の
日
記
な
ど
関
連
資

料
２
０
０
点
以
上
が
市
に
寄
贈
さ
れ
る

移
転
の
た
め
現
・
ム
ゼ
ウ
ム
を
一
時
閉
館

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
実
在
し
た
建
物
を

再
現
し
た
施
設
に
て
、
人
道
の
港
敦
賀
ム

ゼ
ウ
ム
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

年
表
記
載
の
出
来
事
の
ほ
か
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
孤
児
・
ユ
ダ
ヤ
難
民
の
ご
子
孫
や

関
係
者
、
各
国
大
使
館
・
領
事
館
関
係

者
な
ど
多
く
の
方
に
ご
来
館
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

新しいムゼウムの市民を対象とした内
覧会の開催を９月下旬から１０月にか
けて予定しています。
開催日や申込方法などは次号の広報つ
るがやホームページでお知らせします。

新しいムゼウムの内覧会を
開催します！

現在の金ヶ崎緑地内にあるムゼウムは８
月 31 日㈪をもって閉館いたします。
現在の建物は、９月以降に展示資料の移
設・撤去や改修工事を経て、無料休憩所
として開所する予定です。（改修期間中
も館内トイレはご利用いただけます）

現在のムゼウムは
８月 31 日㈪で閉館します

人
道
の
港 

敦
賀
の

心
温
ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伝
え
て
12
年

レオ・メラメド 氏
杉原サバイバー（2014 年来館）

アンナ・ドマラツカ 氏
ポーランド孤児の長女（2015 年来館）

ベルティ・フランケル 氏
杉原サバイバー（2018 年来館）

人道の港 敦賀ムゼウム
心温まるエピソードを伝える資料館

人道の港 敦賀ムゼウム
11 月３日にリニューアルオープン！

＜来館時のメッセージ＞
男の人が私にリンゴをくれました。そのリンゴは、
これまで食べた中で一番おいしいリンゴでした。
私はこの街の人々の優しさをいつも覚えています。

（写真右）

＜来館時のメッセージ＞
杉原千畝氏の行いで、私と何千人ものユダヤ難民
が救われたことに感謝いたします。あなた方の親
切な歓迎を決して忘れることはないでしょう。

＜来館時のメッセージ＞
ポーランドの子どもたちに与えていただいた全
ての助力に感謝いたします。心からありがたく
思っています。

▲ユダヤ難民が乗船した船に添乗した大
迫辰雄氏が難民から渡された写真を大切
に保存したアルバム「大迫アルバム」

▲市に寄贈されたポーランド孤
児がつづった日記や写真など

　

か
つ
て
敦
賀
港
に
上
陸
し
た

ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
と
ユ
ダ
ヤ
難

民
の
歴
史
を
ご
紹
介
し
ま
す
。


